
九
州
中
部
山
村
の
社
倉
の
分
布
と
そ
の
意
義
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九州中部山村の社倉の分布とその意義

九
州
中
部
山
村
に
は
、
焼
畑
農
業
の
展
開
す
る
地
域
の
中
で
、
明
治
以
降
社
倉
を
核
と
し
て
機
能
す
る
地
域
が
、
相
互
扶
助
の
精
神
か

ら
社
倉
穀
を
も
ち
、
共
同
体
的
色
彩
を
強
く
も
つ
集
落
と
し
て
密
に
分
布
す
る
地
域
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
米
良
荘
ハ
1
〉
で
あ
り
、
他
の
一
つ

は
鞍
岡
村
(
現
在
三
ケ
所
村
と
合
併
し
て
五
ヶ
瀬
町
)
で
あ
る
。
熊
本
県
と
宮
崎
県
境
を
な
す
九
州
中
部
山
村
の
脊
梁
部
付
近
の
村
々
を

調
査
し
た
結
果
、
社
倉
の
密
に
分
布
し
た
地
域
は
こ
の
二
つ
の
地
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
社
倉
の
分
布
か
ら
知
り
え
た
こ
と
は
、

九
州
中
部
山
村
の
焼
畑
農
業
地
域
に
お
い
て
4

零
細
な
農
民
が
相
互
扶
助
的
に
生
活
を
展
開
す
る
米
良
荘
や
鞍
岡
村
の
よ
う
な
社
倉
の
分
布

地
域
と
、
昭
和
三
五
年
頃
ま
で
分
益
小
作
や
労
働
小
作
に
よ
り
地
頭
に
強
く
依
存
し
た
名
子
層
を
も
っ
社
倉
の
非
分
布
地
域
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
点
を
問
題
と
し
て
取
上
げ
た
が
、
同
時
に
明
治
以
降
の
九
州
中
部
山
村
の
社
倉
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ

293 

う
と
し
た
ハ
2
)
O

九
州
山
村
の
社
倉
制
の
研
究
は
将
来
に
お
け
る
食
糧
の
備
蓄
問
題
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
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米
良
荘
に
お
け
る
社
倉
が
一
部
は
幕
末
に
起
源
を
も
っ
と
し
て
も
、
大
部
分
は
明
治
期
に
起
源
を
も
ち
、
そ
の
社
倉
制
が
大

E
l昭
和

期
に
か
け
て
ま
で
存
続
し
た
こ
と
は
、
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
対
応
し
て
機
能
が
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
社
倉
設
置

の
第
一
の
目
的
が
備
荒
貯
穀
に
あ
り
、
そ
の
備
穀
を
不
幸
の
あ
っ
た
家
に
貸
出
し
て
一
時
的
に
救
済
す
る
こ
と
が
主
要
な
機
能
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
ま
で
存
続
し
た
社
倉
制
は
、
備
荒
貯
穀
と
い
う
よ
り
も
、
零
細
な
農
民
の
零
落
防
止
に
よ
り
集
落
の
維
持
存
続
を
計

る
と
い
う
機
能
へ
と
変
化
し
、
焼
畑
経
営
を
基
盤
に
し
た
生
活
の
維
持
存
続
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
焼
畑
耕
作
は

多
く
の
労
働
力
を
必
要
と
し
、
と
く
に
共
同
の
農
作
業
を
必
要
と
し
た
。
社
倉
に
共
有
財
産
で
あ
る
米
を
主
と
し
た
穀
物
を
有
す
る
こ
と

は
共
同
意
識
を
高
め
る
に
は
大
変
効
果
が
あ
っ
た
。

米
良
荘
の
仲
間
倉
と
鞍
岡
村
の
備
籾
倉
が
一
応
備
荒
貯
穀
の
趣
旨
を
貫
徹
し
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
社
倉
穀
が
祝
儀
用
と
し
て
は

最
後
ま
で
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
社
倉
穀
の
存
在
が
米
良
荘
の
住
民
に
一
応
精
神
安
定
剤
と
な
り
、
災
害
等
に
よ
る
交
通
途

絶
や
火
災
に
際
し
て
食
糧
供
給
を
え
ら
れ
る
と
い
う
安
堵
感
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
米
良
荘
の
社
倉
の
一
部
が
戦
後
ま
で

存
続
し
た
理
由
は
、
社
倉
組
が
葬
式
組
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
た
め
に
、
葬
式
を
行
う
に
必
要
な
道
具
が
共
有
財
産
と
し
て
倉
に
保
管
さ

れ
た
こ
と
に
あ
る
。
社
倉
組
は
葬
式
組
毎
に
農
民
の
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
必
ず
し
も
籾
米
の
み
の
貯
穀

で
は
な
く
、
他
の
穀
物
も
貯
蔵
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
時
中
米
の
供
出
制
度
が
確
立
す
る
と
、
社
倉
に
入
れ
る
米
が
な
く
な
り
、
代

り
に
他
の
穀
物
を
入
れ
て
い
た
。
社
倉
の
多
く
は
こ
の
時
期
ま
で
に
廃
さ
れ
、
戦
後
ま
で
機
能
し
て
い
た
の
は
四
つ
の
社
倉
で
あ
る
。

米
良
社
倉
の
設
置
の
理
由
は
、
第
一
に
は
米
良
荘
が
食
糧
生
産
の
場
と
し
て
低
位
生
産
地
域
で
あ
っ
た
た
め
に
、
食
糧
の
余
裕
が
な
く

常
に
食
糧
不
足
に
悩
ん
で
い
た
こ
と
、
第
二
に
は
社
倉
の
設
置
を
す
る
だ
け
の
教
育
的
レ
ベ
ル
が
向
上
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

社
倉
制
は
土
着
の
農
民
に
は
適
用
さ
れ
た
が
、
外
来
の
土
地
を
持
た
な
い
住
民
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
点
で
は
外
来
者
に
と
っ



て
、
こ
の
山
村
社
会
が
極
め
て
閉
鎖
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

社
倉
制
は
農
業
生
産
力
を
積
極
的
に
高
め
る
た
め
の
効
果
と
し
て
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
食
糧
不
足
を
解
決
す
る
対
策
と
し

て
は
積
極
的
に
開
田
事
業
を
行
い
、
食
糧
増
産
の
途
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
西
米
良
村
大
字
竹
原
で
は
明
治
二
八
年
一
一
月

か
ら
四

O
年
に
か
け
て
一
一
一
年
間
仲
間
倉
が
設
置
さ
れ
、
社
倉
制
を
実
施
し
て
い
た
。
社
倉
制
を
明
治
四

O
年
に
廃
止
し
て
、
社
倉
組
員

は
明
治
四
三
年
か
ら
開
田
事
業
に
取
組
み
、
昭
和
二
年
に
は
三
・
一
六
町
歩
の
開
田
に
成
功
し
た
。
開
田
に
成
功
す
る
や
「
共
同
国
」
と

し
て
耕
作
し
、
稲
の
収
穫
量
を
組
員
で
分
割
し
た
。
同
時
に
共
同
田
耕
作
を
継
続
し
た
昭
和
二
四
年
ま
で
、
共
同
田
で
収
穫
さ
れ
た
米
の

一
部
を
用
い
て
、
再
び
社
倉
制
を
実
施
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
竹
原
組
の
事
例
ハ
ろ
は
米
良
荘
で
は
他
に
は
な
い
が
、

社
倉
制
を
廃
し

九州|中部山村の社倉の分布とその意義

て
積
極
的
に
食
糧
不
足
と
取
組
み
、
開
田
事
業
に
成
功
し
た
た
め
に
三
三
戸
の
社
倉
組
員
が
今
日
で
も
二
八
戸
残
存
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ニ
、
米
良
荘
の
社
倉
に
つ
い
て

)
 

4
i
 
(
 

社
倉
の
起
源

米
良
荘
の
社
倉
は
西
米
良
村
に
二
二
か
所
、
西
部
市
の
東
米
良
村
に
一
六
か
所
、
計
三
九
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
西
都
市

大
字
銀
鏡
字
原
の
上
原
組
の
社
倉
は
、
昭
和
四
五
年
八
月
一

O
日
ま
で
備
荒
貯
穀
倉
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
時
期

ま
で
機
能
し
て
い
た
社
倉
が
、
江
戸
期
か
ら
存
続
し
て
い
た
の
か
、
明
治
以
降
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
米

良
の
社
倉
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
米
良
山
村
の
社
会
構
造
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
結
論
的
に
述
べ
る
と
、
米
良
荘
の
仲
間
倉
と

呼
ば
れ
る
社
倉
は
、
大
部
分
が
明
治
以
降
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
幕
末
に
設
置
さ
れ
た
も
の
は
二
ケ
所
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
一
つ

295 

は
西
米
良
村
大
字
小
川
の
沢
水
(
当
時
米
良
荘
の
中
心
集
落
の
一
つ
)
組
の
仲
間
倉
で
あ
る
。
倉
仲
間
は
九
人
で
倉
肝
煎
は
二
人
で
あ
っ
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た
。
昭
和
一
九
年
頃
社
倉
制
を
廃
止
し
て
、
昭
和
二
五
年
頃
に
仲
間
倉
を
解
体
し
た
。
そ
の
折
に
仲
間
倉
に
あ
っ
た
米
橿
を
希
望
者
に
分

け
た
が
、
そ
の
中
の
一
つ
が
浜
砂
系
氏
宅
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
米
橿
に
は
「
五
ッ
内

弘
化
三
年
出
来
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
米
護
は
沢
水
組
の
仲
間
倉
設
置
に
際
し
て
製
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)

は
仲
間
倉
設
置
の
年
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
米
橿
は
三
石
二
斗
の
容
量
が
あ
り
、
「
五
ッ
内
」
か
ら
米
橿
が
五
個
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
西
米
良
村
大
字
村
所
の
田
無
瀬
組
の
仲
間
倉
で
あ
る
。
こ
の
仲
間
倉
に
つ
い
て
昭
和
三
八
年
頃
に
調
査
さ
れ
た
樋
口
護
郎

氏
は
「
宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
史
」
(
未
刊
)
ハ
4
〉
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
安
政
三
年
西
米
良
村
田
無
瀬
部
落
に
於
て
仲
間

倉
な
る
も
の
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
名
称
は
仲
間
倉
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
社
倉
で
、
備
荒
、
困
窮
者
救
済
を
目
的
と
し
、
貸

付
ま
た
は
給
付
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
田
無
瀬
部
落
に
な
ら
い
、
岡
村
各
部
落
に
、
明
治
初
年
よ
り
同
二
四

i
二
五
年
頃
に
豆

り
、
こ
の
制
度
が
始
め
ら
れ
た
模
様
で
、

田
無
瀬
、
鶴
、
園
、
縄
瀬
等
の
部
落
に
後
々
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

仲
間
倉
制
度
の
創
始
の
動
機
は
、
同
地
紋
藤
山
の
共
有
地
の
稗
を
共
済
備
荒
の
た
め
積
立
て
る
こ
と
を
一
一
一
一
戸
の
部
落
民
相
寄
り
協
議

し
、
直
ち
に
各
戸
よ
り
出
役
し
て
倉
を
建
設
し
、
之
に
先
の
稗
と
霧
島
社
の
供
穀
の
残
り
を
も
加
え
て
貯
蔵
し
た
の
に
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
後
各
戸
か
ら
稗
三
斗
づ
つ
を
出
し
て
之
を
基
本
と
し
、
仲
間
員
に
貸
与
し
、
救
済
す
る
こ
と
に
し
た
。
貸
付
は
普
通
田
植
前

に
貸
し
秋
収
穫
の
後
一
一
月
一
日
に
返
済
す
る
こ
と
を
規
定
と
し
、
利
息
は
籾
三
斗
に
付
三
升
を
原
則
と
す
る
。
尚
特
殊
の
災
禍
に
遭
遇

し
た
人
に
は
臨
時
に
貸
与
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
市
し
て
一
戸
当
り
貸
与
最
高
限
は
六
俵
、
最
低
二
俵
と
し
て
確
実
を
期
し
て
い

る
。
向
明
治
二
年
一
二
月
一
日
に
は
倉
定
め
を
行
い
、
士
口
穀
を
新
穀
と
全
部
入
替
え
、
各
戸
か
ら
稗
五
斗
宛
を
醸
出
し
、
そ
れ
と
共
に
木

綿
一
反
、
苧
一
反
、
金
子
一
匁
を
倉
入
れ
し
て
い
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
安
政
三
年
の
田
無
瀬
の
仲
間
倉
史
料
は
今
日
残
存
し
な
い
の
で
、
樋
口
氏
の
調
査
記
録
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
回
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無
瀬
の
仲
間
倉
は
安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
に
設
置
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
西
米
良
村
役
場
所
蔵
の
明
治
三
一
年
雑
書
類
の
中
に

「
農
家
貯
蓄
に
関
す
る
調
」
が
あ
り
、
そ
の
中
に
田
無
瀬
で
は
農
家
貯
蓄
が
明
治
元
年
(
一
八
六
八
)
に
創
始
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
農
家
貯

蓄
は
仲
間
倉
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
穀
物
貯
蔵
を
多
く
記
し
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
仲
間
倉
を
意
味
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
の
場
合
田
無
瀬
の
仲
間
倉
の
設
置
起
源
が
安
政
三
年
と
明
治
元
年
の
よ
う
に
髄
闘
が
あ
る
点
に
つ
い
て
は
今
明
ら
か
に
で
き
な

い
が
、
明
治
元
年
設
置
と
し
て
も
米
良
荘
で
は
最
古
の
仲
間
倉
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
樋
口
氏
に
よ
る
と
回
無
瀬
の
仲
間
倉
で
は
ひ
え
を

貯
穀
し
て
い
る
が
、
明
治
三

O
年
頃
に
は
籾
米
、

ひ
え
、
そ
ば
、
大
豆
を
貯
穀
し
て
お
り
、
穀
物
貯
蔵
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
沢
水
や
田
無
瀬
の
仲
間
倉
は
米
良
荘
で
は
最
も
古
い
社
倉
で
あ
り
、
そ
の
後
米
良
荘
に
普
及
し
た
社
倉
の
祖
型
(
雛
型
)

と
考
え
る
こ
と
、
が
で
き
よ
う
。

(2) 

社
倉
の
分
布
と
設
置
期
間

米
良
荘
の
仲
間
倉
は
、
米
良
の
中
心
集
落
沢
水
を
中
心
に
周
辺
に
伝
播
し
て
い
っ
た
。

JlI 
地
区
LJ  

ま
ず
沢
水
で
一
八
四
六
年
頃
設
置
さ
れ
、
若
者
倉
(
一
八
七
三
年
頃
)
、
上
三
財
(
一
八
八
七
年
頃
)
、
木
浦
(
一
八
九
七

年
頃
)
、
上
中
三
財
(
一
九

O
五
年
)
と
続
き
、
沢
水
を
中
心
に
小
川
谷
の
上
流
と
下
流
部
の
集
落
へ
広
が
っ
て
い
っ
た
。

〔
村
所
地
区
〕

田
無
瀬
で
一
八
五
六
年
頃
設
置
さ
れ
、
桐
原
(
一
八
八
六
年
)
、
囲
(
一
八
八
七
年
)
、
向
上
米
良
(
一
八
八
七
年
頃
)
、

鶴
(
一
八
九
二
年
)
、
縄
瀬
(
一
八
九
二
年
)
、
竹
原
(
一
八
九
五
年
)
、
上
板
谷
(
一
八
九
七
年
)
、
下
板
谷
(
一
八
九
七
年
)
、
平
瀬
(
一

八
九
八
年
)
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

〔
銀
鏡
地
区
〕

登
内
で
一
八
七
七
年
頃
設
置
さ
れ
、
次
い
で
古
穴
子
(
一
八
八
七
年
頃
)
、
河
之
口

(
一
八
八
九
年
)
、
上
原
(
一
八
九

O

年
)
、
戸
崎
(
一
八
九
四
年
頃
)
、
元
村
(
一
八
七
七
年
頃
)
、
若
荷
原
(
一
九

O
一
年
頃
)
、
横
平
(
一
九

O
七
年
頃
)
と
な
り
、
銀
鏡
川



の
上
流
部
の
集
落
か
ら
下
流
部
の
集
落
へ
と
伝
播
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

仲
間
倉
は
木
造
で
茅
葺
か
扮
板
葺
の
屋
根
を
も
ち
二
間
×
コ
一
聞
の
規
模
を
も
つ
も
の
が
多
か
っ
た
。
最
も
規
模
の
大
き
な
倉
は
西
都
市

大
字
八
重
字
元
村
の
三
間
×
四
聞
で
、
最
も
小
さ
な
倉
は
西
米
良
村
大
字
小
川
字
中
入
の
一
間
×
一
聞
の
倉
で
あ
っ
た
。
現
存
す
る
仲
間

倉
の
建
物
は
西
米
良
村
大
字
小
川
の
上
三
財
と
上
中
三
財
、
西
都
市
大
字
銀
鏡
の
上
原
の
三
か
所
の
み
で
あ
る
。
仲
間
倉
が
集
落
と
や
や

距
離
を
お
い
て
設
置
さ
れ
た
の
は
火
災
の
危
険
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。

米
良
荘
で
は
米
を
主
に
貯
穀
し
た
仲
間
倉
が
多
く
、
籾
米
ま
た
は
玄
米
、

ひ
え
、
そ
ば
、
あ
わ
、
大
豆
、
小
豆
、
裸
麦
の
い
ず
れ
か
を

単
独
ま
た
は
複
数
で
貯
穀
し
て
い
た
。
貯
穀
品
目
と
し
て
は
①
主
食
と
し
て
重
要
性
の
高
い
も
の
、
②
保
存
性
の
高
い
も
の
、

の
二
点
か

九州中部山村の社倉の分布とその意義

ら
選
ば
れ
て
い
る
。
米
良
荘
で
は
明
治
期
に
は
ひ
え
を
中
心
に
貯
穀
が
行
わ
れ
た
が
、
開
田
が
進
む
に
つ
れ
て
米
を
中
心
に
し
た
貯
穀
へ

と
変
化
し
て
い
っ
た
。
米
は
籾
米
に
よ
る
貯
蔵
が
圧
倒
的
に
多
く
、
玄
米
に
よ
る
貯
穀
は
わ
ず
か
三
か
所
で
あ
っ
た
。
米
良
荘
の
昭
和
コ
一

五
年
頃
ま
で
の
常
食
と
し
て
は
、

ひ
え
、
小
豆
、
米
を
ま
ぜ
た
三
穀
飯
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

ひ
え
の
貯
蔵
も
多
く
行
わ
れ
た
。

社
倉
の
設
置
は
弘
化
三
年
(
一
八
四
六

)
t明
治
一
八
年
(
一
八
八
五
)

の
期
聞
は
あ
ま
り
活
発
で
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
一
九

t
三

八
年
の
二

0
年
聞
に
多
く
の
社
倉
が
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
く
に
明
治
三
人

t
四
三
年
頃
が
米
良
荘
に
最
も
多
く
の
社
倉
が
設
置
さ
れ

て
い
た
時
期
で
あ
る
。
明
治
三
七
年
に
は
日
露
戦
争
が
勃
発
し
、
全
国
的
に
も
戦
争
遂
行
の
た
め
勤
倹
貯
蓄
が
奨
励
さ
れ
た
時
期
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
貯
蓄
ム
l
ド
に
の
っ
て
、

い
ま
だ
貨
幣
経
済
の
充
分
渉
透
し
て
い
な
か
っ
た
米
良
荘
で
は
焼
畑
経
営
に
よ
る
自
給
自

足
的
経
済
が
行
わ
れ
て
お
り
、
金
銭
よ
り
も
穀
物
を
主
体
と
し
て
貯
蓄
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
史
的
背
景
と
し
て
は
江
戸
期
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の
飢
僅
に
よ
る
悲
惨
な
生
活
が
、
代
々
語
り
継
が
れ
て
き
た
こ
と
も
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
西
米
良
村
へ
の
主
要
移
入
品
を
み
る

と
、
明
治
二
四
年
は
焼
酎
に
次
い
で
米
の
移
入
金
額
が
多
く
て
一

O
八
O
円
で
あ
り
、
こ
れ
は
移
入
金
額
の

1
一7
を
占
め
て
い
た
。
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明
治
二
四
年
の
穀
類
移
入
は
、
米
一
八

O
石
、
麦
三
石
、
雑
穀
三
石

で
合
計
一
八
六
石
を
占
め
、
明
治
三

O
年
に
は
米
七
二
三
石
六
斗
、

和
一
九
石
、
計
七
四
二
石
六
斗
を
占
め
、
移
入
金
額
の
第
一
位
が
米

で
四
一
括
を
占
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
明
治
二
四
・
三

O
年
(
5
〉
の
食
糧
移
入
は
、
当
時
の
食
糧
不
足
を
物
語
っ
て
い
る
訳

社倉の年次期l設置数

で
、
食
糧
が
常
時
欠
之
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明
治
四

O

年
に
は
大
豆
が
二
一
石
一
斗
五
升
移
入
さ
れ
た
だ
け
で
、
逆
に
米
は

一
一
石
五
斗
入
升
三
合
、
小
豆
は
一
二

O
石
が
移
出
さ
れ
た
ほ
ど

一
応
こ
の
頃
食
糧
自
給
が
可
能
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

で、食
糧
自
給
が
可
能
に
な
る
と
、
社
倉
は
漸
次
廃
さ
れ
て
い
っ
た
。

第2図

社
倉
の
設
置
期
聞
は
明
治
期
に
廃
さ
れ
た
も
の
を
除
く
と
三

O
年

以
上
に
一
旦
る
も
の
が
多
い
。
ほ
ぽ
一

O
O年
近
く
存
続
し
た
と
思
わ

れ
る
西
米
良
村
大
字
小
川
字
沢
水
の
社
倉
を
始
め
と
し
て
、
約
七

O

年
以
上
存
続
し
た
の
は
、
西
都
市
大
字
上
揚
字
河
之
口
と
大
字
銀
鏡

字
原
、
西
米
良
村
大
字
村
所
字
国
無
瀬
と
大
字
小
川
字
上
三
財
と
沢

水
の
各
社
倉
組
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
部
落
共
同
体
的
色
彩
が
長
く
持

続
さ
れ
た
集
落
で
あ
る
。
社
倉
の
設
置
時
期
の
早
か
っ
た
社
倉
組
が



米良荘の社倉

社倉の所在地 I~倉組~I 社期倉間制の存続 |警dL妥|望78官|社倉組員|倉の規模|倉肝煎
(戸) (人) (関)(間) (人)

1 西米良村大字村所字鶴 鶴 1892 ~1949頃 約58 23 22→30 2x 3 2 

2 " 字桐原 桐 原 1886 ~1928頃 約43 11 10 2x 3 2 

3 。 字桐原・図 村所・図 1887 ~1922頃 約36 11 10 2x 3 2 

4 " 字縄瀬 縄 瀬 1892 ~1926頃 約35 7 6→13 2 

5 グ 字深瀬 平 瀬 1898 :""'-1916頃 約19 11 11 

6 " 字国無瀬 田無瀬 1856 ~1941頃 約86 9 12 2x 3 2 

7 " 大字板谷字宇戸谷 上板谷 1897 ~1910 14 24 21 2 

8 " 字池之元 下板谷 1897 ~? 9 9 

9 グ 大字竹原字一番之久保 竹 原 1895 ~1907頃 約13 30 32→33 2x 3 4 

10 11 大字上米良字囲 堂之元 ? ~1943頃 12 13 1 x 2 2 

11 11 字二畝之谷 向上米良 1887頃:""'-1940頃 約54 10 21 2x 2 2 

12 λ， 大字横野字横野 横 野 1896 ~1937頃 約42 42 32 3X 3 2 

13 11 大字小川字日平 木 浦 1897頃~1940頃 約44 20 6 2x 3 2 

14 11 字中入 劫八重 1897頃~1940頃 約44 3 3 1 x 1 1 

15 λr 字折立 上三財 1887 ~1967 81 7 11 2x 3 2 

16 え， 字麻薮 上中三財 1905 ~1941 37 6 6 1. 5x 2 2 

17 11 字松原
下j組中r[三財

ワ ~1960頃 5 7 2 

18 λソ 字鮎川原 小者 の若 1873頃~1924 約52 約40 2 

19 λγ 字鷺之巣 川・閲 ワ 8 2 

20 λγ 字井手之谷 沢 水 1846 ~1941頃 約96 9 1. 5x 2 2 
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21 11 字下原 下三財上 9 -1940頃 2 6 2 

22 11 字鈴原 下三財下 9 -1940頃 3 7 2 

23 11 大字越野尾字越野尾 越野尾 q -1878頃 41 41 2.5X 3 

24 西都市大字上揚字横平 横 平 1907頃-1952頃 約46 4 5→6 1 

25 Aγ 字河之口 河之口 1889 -1961頃 約73 5 10 2 

26 11 字古穴手 古穴手 1887頃-1930 約44 7 8 2X3.5 2 

27 グ 大字銀鏡字登内 ヌ占或え鼻 内 1877頃-1937頃 約61 12 12 1. 5x 2 2 

28 11 字若荷原 若荷原 1901頃-1907頃 約7 10 8 2. 5x2. 5 

29 11 字上囲 銀銭・囲 1921以前-1939頃 約19 15 12 2 

30 11 字原 上 原 1890 -1970 81 11 11 2x 2 3 

31 グ 字国之元 栗 回 9 -1949頃 12 11 

32 11 字中島 中 島 9 11 11 2x 2 

33 M 大字八重字元村 フロ 村 1897頃-? 23 22 3x 4 2 

34 11 字上鶴 上 鶴 ワ 9 9 

35 11 字柳 相p ? -1921頃 8 7 2 

36 グ 大字中尾字中入 中 入 ? -1922頃 7 7 1.5X2.5 

37 11 字戸崎 戸 崎 1894頃-1902頃 約9 4 4 1 x 2 1 

38 11 字中野 中 野 ワ -1930頃 9 10 2 

39 11 大字尾八重字尾八重 1875頃

(注) 1878年頃の戸数は平部橋南「日向地誌」による。
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存
続
期
間
は
平
均
約
四
五
年
間
で
あ
っ
た
。

(3) 

仲
間
倉
制

こ
こ
で
仲
間
倉
制
に
つ
い
て
述
べ
る
。

〔
名
称
〕

米
良
荘
の
社
倉
は
一
般
に
「
仲
間
倉
」
ま
た
は
「
倉
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
西
米
良
村
役
場
文
書
の
中
で
「
仲
間
倉
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、
「
諸
調
書
類
線
」
(
明
治
二
二
年
一

O
月
)

の
中
に
「
本
村
各
字
に
於
て
従
前
仲
間
倉
と
云
ふ
者
あ
り
て
僅
少
な
る
米
雑

穀
を
積
み
来
候
」
と
記
さ
れ
、
大
字
村
所
字
平
瀬
組
の
倉
を
「
中
間
倉
」
(
明
治
三
一
年
)
と
記
し
た
も
の
位
で
あ
る
。
社
倉
組
が
所
持

し
て
い
る
資
料
の
中
に
は
、
大
字
小
川
の
上
中
コ
一
財
の
明
治
三
七
年
の
「
中
間
倉
諸
事
控
」
(
$
や
上
三
財
組
の
明
治
コ
一

O
年
一

一
月
の

九州中部山村の社倉の分布とその意義

「
上
三
財
中
間
倉
」
な
ど
、
仲
間
倉
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
。
西
都
市
大
字
銀
鏡
の
上
原
組
が
「
共
有
倉
」
の
名
称
を
用
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
他
の
組
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
小
川
部
落
で
は
明
治
二
二
年
の
「
小
川
村
外
三
か
村
連
合
会
に
於
て
決
議
」
(
7
〉
の
中
に

「
社
倉
米
」
と
あ
る
よ
う
に
、
社
倉
の
名
称
も
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
上
三
財
組
と
青
年
会
社
倉

位
で
あ
る
。
こ
の
「
社
倉
」
の
名
称
が
使
用
さ
れ
た
範
囲
も
小
川
と
尾
八
重
の
両
部
落
だ
け
で
、

一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
か
っ

た
。
「
社
倉
」
の
名
称
は
普
及
せ
ず
、
「
仲
間
倉
」
の
名
称
が
普
及
し
た
の
は
、
「
社
倉
」
の
名
称
が
な
じ
み
の
薄
い
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

〔
設
置
の
目
的
〕

明
治
三
一
年
の
「
農
家
貯
蓄
に
関
す
る
調
」
で
仲
間
倉
の
設
置
の
目
的
は
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
当
組
合
に
積
置

き
飢
謹
の
年
ま
た
は
天
災
の
時
に
支
出
す
る
の
目
的
」
(
横
野
村
組
、
上
板
谷
組
、
下
板
谷
組
)
、
「
困
難
の
時
」
(
村
所
の
囲
村
組
)
、
「
非
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常
の
場
合
」
(
鶴
村
組
)
、
「
不
幸
の
節
」

(
竹
原
組
)
、
「
若
し
ゃ
の
年
の
用
意
」
(
平
瀬
組
)
、

と
あ
る
よ
う
に
明
ら
か
に
備
荒
貯
穀
で
あ

っ
た
。
し
か
も
昭
和
に
至
る
ま
で
そ
の
目
的
が
不
変
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
上
原
共
有
組
合
積
穀
中
止
覚
書
」
(
昭
和
四
五
年
八
月
)

(

8

)

に
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も
「
食
料
飢
鐘
と
非
常
時
に
備
え
て
倉
入
穀
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
仲
間
倉
に
は
穀
物
を
中
心
に
貯
蔵
し
た
が
、
後
に

な
か
ま
ぎ
ん

は
同
時
に
金
銭
も
貯
蓄
し
た
組
が
あ
り
、
こ
の
金
銭
の
貯
蓄
を
黒
木
博
氏
は
「
仲
間
金
」
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
(
9
Y

〔
倉
仲
間
〕

西
米
良
村
大
字
小
川
の
上
中
三
財
で
は
倉
仲
間
の
組
織
を
「
倉
組
」
と
称
し
、
倉
仲
間
は
講
中
ま
た
は
倉
組
合
者
と
呼
ば
れ

た
。
西
都
市
の
上
原
で
は
共
有
者
と
呼
ば
れ
た
。
倉
仲
間
に
加
入
す
る
に
は
土
着
の
農
民
で
田
畑
を
所
有
す
る
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。
回

無
瀬
で
は
倉
仲
間
を
単
に
仲
間
と
呼
び
、
本
家
つ
ま
り
長
男
だ
け
し
か
仲
間
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
二
・
三
男
は
分
家
し
て
も
田
畑
を

分
け
て
貰
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
米
良
荘
の
倉
仲
間
は
平
均
一
二
人
で
あ
り
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
越
野
尾
(
四
一
人
)
竹
原
(
三

二
人
)
、
横
野
(
三
二
人
)
、
若
者
組
(
約
四

O
人
)

で
、
最
も
少
な
か
っ
た
の
は
大
字
小
川
の
助
八
重
の
三
人
で
あ
る
。

〔
倉
肝
煎
〕

米
良
荘
の
仲
間
倉
の
管
理
人
を
倉
肝
煎
と
称
し
、
倉
に
収
納
さ
れ
て
い
る
道
具
や
穀
物
を
借
用
す
る
際
に
は
倉
肝
煎
に
・
申
し

出
た
。
倉
肝
煎
の
選
任
方
法
は
選
挙
と
推
薦
に
よ
る
が
、
倉
仲
間
の
有
力
者
が
選
ば
れ
て
い
た
。
倉
肝
煎
は
二
人
の
と
こ
ろ
が
圧
倒
的
に

多
ノ
¥
、
倉
仲
間
の
少
な
い
場
合
は
一
人
で
あ
っ
た
。
竹
原
部
落
で
は
一
つ
の
仲
間
倉
で
あ
っ
た
た
め
、
上
組
、
中
組
、
下
組
か
ら
一
人
ず

つ
の
倉
肝
煎
を
定
め
て
そ
の
上
に
大
肝
煎
を
置
い
て
い
た
。
西
部
市
大
字
銀
鏡
の
上
原
組
も
倉
仲
間
は
一
一
人
で
あ
っ
た
が
、
三
人
の
倉

肝
煎
が
い
た
。

門
倉
入
穀
と
倉
出
穀
〕

田
植
時
や
盆
時
や
葬
式
の
際
に
穀
物
を
借
用
す
る
こ
と
を
倉
出
し
と
い
う
。
古
穀
と
新
穀
を
入
替
え
る
た
め
に
、

九
月
に
非
常
用
と
し
て
五
斗
位
残
し
(
こ
れ
を
用
心
穀
と
い
う
)
、
残
余
を
倉
仲
間
に
平
等
に
貸
出
し
た
。
一
一
月
か
一
一
一
月
に
貸
出
し

た
穀
物
に
利
息
を
付
し
て
倉
入
穀
し
た
。
西
部
市
の
河
之
口
組
で
は
、
倉
出
し
を
積
出
ま
た
は
貸
出
、
倉
入
れ
を
積
石
、
倉
石
、
籾
入

お
し
な
お
し

石
、
籾
米
取
立
と
称
し
て
い
た
。
八
重
の
元
村
組
で
は
「
倉
穀
入
れ
」
と
称
し
て
い
た
。
ま
た
借
用
穀
が
返
済
で
き
な
い
場
合
は
、
押
直

と
称
し
て
、
倉
人
穀
し
た
籾
米
を
そ
の
場
で
再
び
借
用
し
た
。
つ
ま
り
未
納
で
あ
る
。



門
倉
祝
い
〕

倉
入
穀
日
に
倉
祝
い
と
称
し
て
、
倉
の
米
を
一
部
炊
飯
し
て
倉
仲
間
が
一
緒
に
食
事
を
し
た
。
西
部
市
大
字
銀
鏡
の
囲
組
は

倉
米
の
虫
干
し
の
日
に
そ
の
一
部
を
食
べ
て
倉
祝
い
を
し
た
。
倉
祝
日
は
米
を
食
べ
る
数
少
な
い
楽
し
い
日
で
あ
っ
た
。
倉
祝
い
の
行
わ

れ
る
家
を
倉
祝
宿
と
称
し
、
倉
仲
間
の
い
ず
れ
か
の
家
が
選
ば
れ
た
。
倉
祝
い
は
倉
仲
間
の
共
同
意
識
を
高
め
、
新
米
の
倉
入
穀
祝
い
で

あ
り
、
災
難
に
備
え
て
貯
穀
を
す
る
祝
で
あ
っ
た
。

〔
借
用
穀
の
利
息
〕

倉
穀
物
の
貸
出
に
は
葬
式
や
火
災
な
ど
の
災
難
に
あ
っ
た
時
貸
出
す
不
幸
貸
出
と
田
植
時
や
盆
時
や
古
穀
と
新
穀
を

交
換
す
る
た
め
に
貸
出
す
一
般
貸
出
と
が
あ
っ
た
。
古
穀
を
新
穀
と
交
換
す
る
目
的
で
貸
出
す
場
合
に
は
利
息
は
な
か
っ
た
。
不
幸
貸
出

の
み
を
認
め
て
い
る
組
で
は
こ
れ
に
利
息
を
付
し
た
が
、

一
般
に
は
不
幸
貸
出
に
は
利
息
を
つ
け
な
い
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
普
通
貸
出

九州中部山村の社倉の分布とその意義

の
場
合
の
利
息
は
二
割
が
多
か
っ
た
が
後
に
は
一
割
に
下
げ
ら
れ
た
。

〔
元
資
と
し
て
の
貯
穀
法
〕

元
資
に
つ
い
て
は
「
農
家
貯
蓄
に
関
す
る
調
」
(
明
治
三
一
年
)

に
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。
下
板
谷
組

は
ご
か
年
に
一
回
づ
っ
玄
米
一
斗
五
升
積
込
」
、
横
野
村
組
は
「
玄
米
一
か
年
一
回
一
斗
五
升
づ
っ
」
、
桐
原
組
は
「
毎
年
米
は
二
斗
五

升
、
稗
は
四
斗
、
蕎
麦
一
斗
一
升
づ
っ
積
み
」
、
縄
瀬
組
は
「
貯
蓄
は
一
年
に
米
は
一
石
、
稗
は
一
石
七
斗
、
小
豆
は
一
年
に
二
斗
五
升
、

蕎
麦
ニ
斗
五
升
積
む
者
な
り
」
、
鶴
村
組
は
「
米
籾
一
斗
、
稗
三
斗
、
但
し
蕎
麦
は
明
治
参
拾
年
に
於
て
中
間
木
場
を
こ
し
ら
へ
是
を
積

む
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、

一
年
間
に
倉
仲
間
が
元
資
と
し
て
平
等
に
倉
入
穀
す
る
量
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
下
板
谷
組
と

鶴
村
組
で
は
二
年
間
の
積
石
を
元
資
に
し
、
桐
原
、
横
野
、
縄
瀬
で
は
一
年
間
の
積
石
を
元
資
に
し
た
。
田
無
瀬
村
組
で
は
「
稗
米
共
一

度
積
み
年
々
貸
付
、
其
利
を
以
て
貯
蓄
致
す
者
な
り
」
と
し
て
、
貯
穀
は
元
穀
の
運
用
に
よ
っ
て
利
息
を
加
算
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
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に
米
良
荘
の
住
民
が
組
毎
に
平
等
に
穀
物
を
出
し
合
っ
て
貯
穀
を
し
た
の
で
、
社
倉
の
性
格
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。

(4) 

社
倉
と
集
落
と
の
関
係
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第2表 明治11年頃の米良荘の小部落と社倉組との関係

小部落 |社倉組|村名| 小部落 |社倉組

(戸) (戸)
上 村 16 ナ 、ン 古穴子 7 古穴手

上米良村 下 村 13 ナ シ 野 地 3 ナ シ

堂ノ下村 12!堂之元
上揚村
三ッ吐 4 ナ シ

向上米良 10 1向上米良 )11 ノ口 5 河之口

轟 瀬
ーノ木浦 3 ナ シ2 

}田無瀬 l横平回無瀬 9 
4 横 平

津 留 23 鶴 ?兵 砂 4 ナ シ

布向 原 11 桐 原 囲 15 四
村所村

囲 11 囲 向 4 

縄 瀬 7 縄 瀬 中 島 6 
島

銀鏡村
瀬 11 平 瀬 ヌ玉三又L 内 12 ヌ五ヨヨLと 内
股 11 ナ シ 若荷原 10 若荷原

鈴 原 原 11 上原

助八重 杖立 8 ナシ

半七屋地 長薮 3

下ノ砂磯 元村 20

流 l日斗

八重村 柳 8 t9D 
下 原 2 下三財上 上津留 9 上 鶴

)11 13 囲・沢水 栗ノ木八重
~ I}栗 田小川村 坊主園

: !}下中三財
回ノ元

松 原
戸 崎 4 戸 崎

間ノ川原

田 中 中 入 7 中 入

古屋敷 4 秋伐 2 ナ シ

追立 2
中尾村 奥畑 8 ナ シ

ヒサゲ原 3 
中野 15 中 野木浦 20 木浦
烏ノ巣 9 ナ シ

71ナ 、ン 古仏所 5 ナ シ

上揚村土 屋 21ナ シ 椴 木 4 ナ シ

(注) 村名と小部落は，平部橋南「日向地誌」昭4刊による。日向地誌のうち児
湯郡は明治11年の資料収集により記載されている。



寛
政
二
年
(
一
七
九

O
)
の
米
良
荘
の
村
(
二
七
か
村
)
ハ
坦
と
社
倉
組
と
を
対
比
す
る
と
、
上
板
谷
、
下
板
谷
、
竹
原
、
田
無
、
瀬
、
鶴
、
縄

瀬
、
越
野
尾
、
登
内
は
近
世
の
村
を
踏
襲
し
、
横
野
の
社
倉
組
は
二
つ
の
村
を
合
併
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
は
一
つ
の
村
が
い
く
つ
か
の

社
倉
組
を
形
成
し
て
い
た
。
つ
ま
り
社
倉
組
は
近
世
の
村
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
も
っ
と
下
級
の
単
位
の
小
部
落
を
中
心
に
成
立
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
山
村
で
は
小
村
や
疎
塊
村
が
多
く
分
布
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
地
形
的
に
も
ま
と
ま
り
や
す
い
単
位
が
社
倉

組
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
小
部
落
で
社
倉
が
設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
社
倉
設
置
が

各
部
落
や
小
部
落
で
自
主
的
に
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
社
倉
組
は
穀
物
を
貯
蔵
す
る
他
に
、
不
幸
の
際
に
用
い
る
葬
式
用
の
道
具
が
備
え
ら
れ
て
い
た
所
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
鶴
、

九州中部山村の1土倉の分布とその意義

桐
原
の
園
、
竹
原
、
向
上
米
良
、
木
浦
、
上
三
財
、
上
中
三
財
、
下
中
三
財
、
沢
水
、
下
三
財
下
、
河
之
口
、
元
村
な
ど
の
社
倉
組
で
は

松
明
、
高
膳
、
座
布
団
、
椀
な
ど
を
組
員
の
数
だ
け
備
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
所
で
は
葬
式
組
と
社
倉
組
が
完
全
に
一
致
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
社
倉
組
は
普
請
組
と
一
致
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
大
正
期
ま
で
茅
葺
屋
根
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
こ
の
地
方
で
、

屋
根
の
葺
替
に
は
多
く
の
労
働
力
を
必
要
と
し
た
が
、
社
倉
組
は
平
均
一
一
一
戸
位
か
ら
成
り
た
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
だ
け
の
労
働
力
で

は
不
充
分
で
あ
っ
た
。
二

t
三
の
社
倉
組
が
一
つ
の
普
請
組
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
屋
根
の
葺
替
の
際
に
は
籾
頼
母
子
講
が
聞
か
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

、
旧
鞍
岡
村
の
社
倉
に
つ
い
て
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備
籾
倉
の
分
布
と
備
籾
倉
制

鞍
岡
村
の
社
倉
が
最
も
多
く
設
置
さ
れ
た
時
期
は
、
明
治
四

0
1四
五
年
に
か
け
て
で
あ
り
、
古
く
て
も
江
戸
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
は
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な
か
っ
た
。
そ
し
て
備
籾
倉
は
昭
和
一

O
年
か
ら
一
五
・
一
六
年
頃
に
か
け
て
廃
さ
れ
て
い
っ
た
。
備
籾
倉
の
設
置
期
聞
は
平
均
約
三
三

年
間
で
あ
る
。
備
籾
倉
の
分
布
を
考
え
る
場
合
に
、

ま
ず
鞍
岡
村
の
庄
屋
が
い
た
揚
小
部
落
で
始
ま
り
、
そ
れ
が
鞍
岡
村
内
に
広
く
伝
播

し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
北
か
ら
南
へ
伝
播
し
て
小
切
畑
小
部
落
よ
り
南
へ
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
小
切
畑
小
部
落

付
近
ま
で
が
寺
村
小
部
落
に
あ
る
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
金
光
寺
の
檀
家
の
分
布
す
る
と
こ
ろ
で
、
金
光
寺
の
前
住
職
松
井
善
静
氏
が
布

教
の
か
た
わ
ら
、
備
籾
倉
制
を
奨
励
し
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
解
さ
れ
る
。
松
井
氏
の
子
息
に
よ
る
と
、
松
井
氏
が
備
荒
貯
穀
の
必
要

性
に
つ
い
て
檀
家
に
し
ば
し
ば
語
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
。
松
井
氏
は
寺
村
籾
備
組
合
の
組
員
で
あ
り
、
そ
の
経
験
を
通
し
て
、
丁
字
、

折
立
、
長
峰
、
道
の
上
、
原
尾
野
、
倉
本
な
ど
の
小
部
落
に
備
籾
倉
制
を
奨
励
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
備
籾
倉
の
存
在
し
な
い
小
部
落

で
は
、
米
の
必
要
な
場
合
に
水
田
を
多
く
所
有
す
る
家
か
ら
米
を
借
用
し
て
、
「
テ
マ
モ
ド
シ
」
で
返
済
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。

米
良
荘
と
異
な
り
、
鞍
岡
村
で
は
独
立
の
備
籾
倉
は
道
の
上
組
と
長
峰
組
の
こ
か
所
で
設
置
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
鞍
岡

村
に
は
倉
を
も
っ
農
家
が
、
小
部
落
の
中
に
も
大
低
一

J
二
戸
存
在
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
既
存
の
倉
に
共
有
の
籾
備
箱
が
置
か
れ

て
、
そ
れ
を
備
籾
倉
と
称
し
て
い
た
。

次
に
備
籾
倉
制
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

〔
名
称
〕

組
合
名
が
備
籾
組
合
、
籾
備
組
合
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

も
み
ぞ
な
え

一
般
に
「
籾
備
」
と
称
し
、
そ
の
た
め
の
倉
を
「
備
籾
倉
」
と
称
し

て
い
た
。
独
立
し
た
備
籾
倉
を
所
有
し
な
い
場
合
は
、
共
有
の
籾
備
箱
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
名
称
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
備
荒
貯
穀
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
名
称
は
、
鞍
岡
村
で
最
も
早
く
設
立
さ
れ
た
揚
紐
の
「
備
籾
組
合
」
に
範
を
求
め
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
普
及
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
貯
穀
品
目
〕

鞍
岡
村
で
は
す
べ
て
籾
米
が
貯
穀
さ
れ
て
い
た
。
当
時
鞍
岡
村
で
も
焼
畑
耕
作
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
と
う
も
ろ
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集落名

荻 原

原尾野

道の上

長 峰

折 立

寺 村

芋の八重

丁 子

倉 本

小切畑

社倉組名 現世帯数

籾 備 組 15 

備籾組合 16 

13 

籾備組合 35 

長峰貯穀組合 11 

9 

寺村籾備組合 8 

13 

13 

15 

17 

第3表旧鞍岡村の社倉

貯蓄品目
社倉組員 社倉の存続期間

籾米l金銭 貯穀管理人 籾米貸出利子

(人) (人)
18 1895 ~1946 O O I 15%普通貸出， 10%不幸貸出

11 1892頃~1946頃 O O 2 (世話方) 10%普通貸出， 0%不幸貸出

10 1912頃~1926頃 O 2 (世話方) 20%普通貸出， 0%不幸貸出

16 1912頃~1941頃 O 2 (組合長) 20%普通貸出

12 1911頃~1936 O 1 (組合長) 10%普通貸出

6 1912頃~1937頃 O 1 10%普通貨出

4 1907頃~1941頃 O 1 20%普通貸出

10 1907頃~1941頃 O 1 10%普通貸出

12 1912頃~1926頃 O 1(オヤカタ) 20%普通貸出

13 O 

22 1884 ~1932頃 O O 1 10%普通貸出

iリ，... Y +<111<<' ~協和仙兵\-'::， ，i-.!.':R，'叫Q縦約国初郎印。騨匡主同封印心F 例制J
g Jミ必心L己Jミ~\-'ユ.}2':為，. ~己nE Q~聴会j制 4ミ必心主l t: 制限トモ昭治'ÇJ~c'.}20 ~モ会l色縦-rl'Q......""主」必ç'.}2割-ffiよJ .....Jν去三Q 
阿 川噌浩容P吋必~t，Q心Bl~""。
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@
米
の
生
産
量
は
比
較
的
多
か
っ
た
の
に
消
費
可
能
量
が
少
な
く
、
そ
の
た
め
に
米
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
が
強
く
、
穀
物
の
中
で
は
米
の

利
用
者
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
米
の
貯
蔵
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

@
葬
式
の
際
に
は
葬
式
組
の
人
々
が
、
不
幸
の
あ
っ
た
家
に
御
供
物
と
し
て
白
米
一
升
を
持
ち
寄
る
習
慣
が
あ
り
、
米
の
端
境
期
に
な
る

と
米
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
そ
の
た
め
の
籾
備
が
必
要
で
あ
っ
た
。

①
米
が
ハ
レ
の
食
事
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
田
植
労
働
、
盆
時
の
親
類
の
集
ま
り
、
な
ど
に
お
け
る
馳
走
に
米
飯
を
必
要
と
し

た。
社
倉
穀
は
、
明
治
以
降
貨
幣
経
済
時
代
に
な
る
と
漸
次
金
銭
の
貯
蓄
に
代
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
鞍
岡
村
の
よ
う
に
明
治
以
降
普
及
し
た

社
倉
制
で
は
、
穀
物
の
代
り
に
金
銭
が
貯
蓄
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
当
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
鞍
岡
村
の
荻
原
、
揚
、
小
切
畑
の
社
倉
組

が
籾
米
の
他
に
金
銭
も
貯
蓄
し
て
運
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
多
く
の
社
倉
組
で
籾
米
の
み
の
貯
穀
に
終
っ
た
の
は
、
金
銭
よ
り
米
の
必

要
性
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
倉
管
理
人
〕
倉
管
理
人
は
一

i
二
人
で
あ
り
、
世
話
方
、
組
合
長
、
オ
ヤ
カ
タ
と
呼
ば
れ
た
。
米
良
荘
で
は
倉
管
理
人
と
し
て
二
人
が

選
ば
れ
、
社
倉
穀
の
運
用
に
あ
た
っ
て
不
正
を
未
然
に
防
止
し
て
い
た
が
、
鞍
岡
村
で
は
倉
管
理
人
の
他
に
、
共
有
の
籾
傭
箱
を
あ
ず
か

る
人
が
い
た
の
で
、
倉
管
理
人
は
一
人
で
も
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
倉
管
理
人
は
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
が
、
任
期
は
様
々
で
あ
っ

た。〔利
息
〕

籾
米
の
普
通
貸
出
の
利
息
は
一

o
i二
O
%
で
あ
っ
た
。
荻
原
組
の
よ
う
に
明
治
二
九
年
(
一
五
形
)
↓
明
治
三
三
年
(
一
一
O

%
)
↓
明
治
三
八
年
(
一
一
O
M
、

一
五
形
、

一
O
%
)
↓
明
治
四
三
年
(
一
五
%
、

一O
%
、
五
形
)
と
ほ
ぼ
五
年
毎
に
利
息
改
定
を
行

っ
て
、
利
息
を
下
げ
る
と
同
時
に
、
貸
出
期
聞
に
応
じ
て
利
息
規
定
を
定
め
た
社
倉
組
も
あ
っ
た
。
ま
た
普
通
貸
出
利
息
を
一
O
I
二
O



%
に
定
め
、
そ
れ
は
社
倉
運
用
期
間
中
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
不
幸
貸
出
に
つ
い
て
は
揚
と
原
尾
野
の
社
倉
組
だ
け
が

O
形
と

な
っ
て
い
た
。

(2) 

社
倉
設
置
の
背
景

鞍
岡
村
に
は
、
明
治
三

O
年
百
〉
の
耕
地
と
し
て
水
田
一
四
一
町
四
反
、
畑
二

O
入
町
七
反
あ
り
、

同
四

O
年
ハ
ロ
〉
に
は
水
田
一
七
七
町

四
反
七
畝
二
六
歩
、
畑
一
二
九
町
七
反
二
九
歩
と
拡
大
し
て
耕
地
は
全
面
積
の
約
五
%
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
畑
の
中
に
は
焼
畑
が
含
ま

れ
る
が
、
そ
の
割
合
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
昭
和
六
年
の
「
鞍
岡
村
誌
郷
土
の
光
」
ハ
日
に
よ
れ
ば
「
耕
作
反
別
は
田
地
一
一
一

二
町
八
反
、
畑
地
一
九
一
町
入
反
に
し
て
他
村
に
比
し
耕
作
反
別
砂
か
ら
ざ
れ
ど
も
用
水
開
撃
其
の
他
の
事
業
に
よ
り
負
債
を
生
じ
、

311，九州中部山村の社倉の分布とその意、義

為
に
田
畑
他
町
村
の
所
有
に
属
す
る
も
の
多
く
約
1
一4

(
一一一二一%)

に
達
せ
ん
と
し
其
の
経
済
上
に
及
ぼ
す
影
響
甚
だ
大
な
り
」
と
あ

る。
そ
こ
で
明
治
四

O
年
と
昭
和
五
年
の
資
料
に
よ
り
他
町
村
よ
り
所
有
せ
ら
れ
る
土
地
に
つ
い
て
そ
の
実
態
を
み
る
。
ま
ず
明
治
四

O
年

の
「
鞍
岡
村
是
」
に
よ
る
と
、
他
郡
他
町
村
に
所
有
す
る
土
地
は
田
一
反
三
畝
二
一
歩
、
畑
三
反
二
畝
二
六
歩
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
郡

他
町
村
よ
り
所
有
せ
ら
れ
る
土
地
は
田
五
六
町
一
反
五
畝
一

O
歩
、
畑
六
六
町
五
反
八
畝
一
歩
で
、
山
林
、
原
野
を
含
め
る
と
二
五
七
町

一
反
二
畝
一
五
歩
(
全
面
積
の
一
六
対
)
と
な
り
、
そ
の
内
熊
本
県
阿
蘇
郡
馬
見
原
町
白
〉
よ
り
所
有
せ
ら
れ
る
土
地
が
二
五
四
町
四
反
三

歩
(
九
九
%
)
と
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
こ
れ
が
昭
和
五
年
に
は
他
町
村
に
所
有
せ
ら
れ
る
土
地
が
三
六
八
町
八
反
六
畝
一

O
歩
と
全
面
積

の
二
四
彪
に
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
。
但
し
水
田
は
明
治
四

O
年
の
五
六
町
一
反
五
畝
一

O
歩
か
ら
昭
和
五
年
に
は
五
二
町
一
反
一
畝
一

O
歩
に
減
少
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
明
治
四

O
年
頃
か
ら
昭
和
五
年
頃
ま
で
、
す
な
わ
ち
日
露
戦
争
後
か
ら
昭
和
農
業
恐
慌
の
頃
ま

で
は
、
前
の
時
代
に
は
手
作
り
地
主
で
あ
っ
た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
寄
生
地
主
に
変
貌
し
て
い
っ
た
時
期
だ
と
さ
れ
て
い
る

2
Y
他
町
村
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第4表 西米良村と鞍岡村の比較

明治40年頃の土地利用

西米良村 鞍 |司 村

種 面 手責 |割合| 面 手責 |割合
町反畝歩 (%) 町反畝歩 (%) 

水 回 112. 2823 3 177.4726 11 

畑 685. 3900 19 219.7029 14 

宅 地 20. 0502 1 19. 7 623 1 

山 林 2612. 3 105 74 487. 1 814 31 

原 野 107. 0 413 3 692.4 911 43 

雑 地 807 O 

計 100 100 

明治40年頃の耕地所有区分

西米良村 鞍 岡村

耕 戸 数 |割合| 戸 数 |割合
(町) (町) (戸) (%) (戸) (%) 
0~O.49 84 22 305 47 

0.5~0.99 51 13 162 25 

1. 0~4. 99 221 57 151 24 

5.0~9.99 28 7 19 3 

10.0~ 1 1 9 1 

計 385 100 646 100 

明治20~30年頃の自作・小作農

西米良村 鞍 岡 村

よおごi明24の戸数 !割合 l明30の人数
(戸) (%) (人) (%) 

自 作 農 360 91 165 14 

小自 小自 作作農農 30 8 974 83 

作 農 4 1 42 3 

394 100 1，181 100 



九州中部山村の社倉の分布とその意義313 

主な食糧の 1人当り年間消費量(明40頃)

西米良村 鞍 岡 村

(斗) (斗)
米 5.88 3.91 

大 麦 1.16 3.62 

裸 麦 3.94 0.01 

ひ え 11. 43 0.06 

あ わ 1. 22 0.02 

そ 』ま 2.01 0.05 

とうもろこし 0.37 6.47 
(貫) (貫)

甘 藷 23.660 2.375 

資料:西米良村是(朔41)，鞍岡村是(明40)，西米良村統計(明24)，西

日杵郡統計書(明31)

に
所
有
せ
ら
れ
る
土
地
の
増
加
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
馬
見
原
町
の
酒

造
業
者
の
土
地
集
積
が
と
く
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
馬
見
原
町
の
酒
造
業
者
は
開
田
資

金
を
鞍
岡
の
農
氏
に
も
貸
与
し
た
が
、
抵
当
と
し
て
の
水
田
や
山
林
が
酒
造
業
者
の

手
に
渡
り
、
農
民
の
多
く
が
自
小
作
農
化
し
て
い
っ
た
。

明
治
四

O
年
頃
の
鞍
岡
村
の
農
民
の
中
に
、
零
細
農
民
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と

は
、
耕
地
所
有
区
分
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
、
五
反
未
満
が
四
七
泌
を
占
め
、
五
反

1

一
町
未
満
階
層
が
二
五
対
と
一
町
未
満
階
層
が
七
こ
が
を
占
め
る
。
水
田
の
所
有
を

み
れ
ば
五
反
未
満
が
豆
七
拓
、
五
反

l
一
町
が
二
九
日
月
、

一
1
五
町
が
一
三
婦
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
五

l
一
O
町
歩
の
大
地
主
が
一
戸
、

一
l
五
町
歩
ま
で
が
二
六
戸
で

一
四
泌
が
上
層
農
家
を
形
成
し
て
お
り
、
下
層
農
民
が
多
か
っ
た
。
鞍
岡
村
で
は
階

層
分
化
が
相
当
進
ん
で
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鞍
岡
村
の
主
食
を
中
心
に
し
た
食
糧
事
情
は
一
人
当
り
米
三
斗
九
升
一
合
の
年
消

費
で
、
こ
れ
に
と
う
も
ろ
こ
し
六
斗
四
升
七
合
、
大
麦
三
斗
六
升
二
合
を
加
え
た
も

の
で
あ
っ
た
。
明
治
三
九
年
頃
の
西
臼
杵
郡
各
村
自
〉
の
米
の
消
費
量
は
概
し
て
少

な
か
っ
た
。
米
の
一
人
当
り
の
年
消
費
量
で
や
や
多
か
っ
た
三
ケ
所
村
で
も
四
斗
二

升
二
合
で
あ
り
、
岩
戸
村
は
一
斗
七
升
九
合
と
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ

(注)

る
と
、
西
米
良
村
の
穀
物
消
費
量
百
υ

は
米
五
斗
八
升
入
合
に
ひ
え
一
石
一
斗
四
升
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三
合
、
裸
麦
三
斗
九
升
四
合
、
大
麦
一
斗
一
升
六
合
、
あ
わ
一
斗
二
升
二
合
、
そ
ば
二
斗
一
合
と
な
っ
て
い
て
食
糧
事
情
は
か
な
り
よ
か

っ
た
。
西
米
良
村
の
主
食
に
近
い
食
糧
の
年
消
費
量
は
、
穀
物
二
石
六
斗
一
升
六
合
、
い
も
(
里
芋
と
甘
藷
)
六
九
貫
六
三
一

O
匁
に
対

し
、
鞍
岡
村
は
穀
物
一
石
四
斗
二
升
入
合
と
い
も
三
八
貫
八
四

O
匁
で
あ
る
。
食
糧
事
情
は
鞍
岡
村
が
極
め
て
厳
し
か
っ
た
。
鞍
岡
村
と

隣
村
の
三
ケ
所
村
(
こ
こ
は
社
倉
が
存
在
し
な
か
っ
た
)
を
比
較
し
て
も
、
三
ケ
所
村
の
穀
物
消
費
量
が
二
石
六
升
三
合
で
い
も
が
四
一

貫
四
四
一
匁
で
あ
り
、
鞍
岡
村
よ
り
も
か
な
り
多
く
豊
か
で
あ
っ
た
。

明
治
四

O
年
の
鞍
岡
村
の
農
産
物
の
中
で
多
く
移
出
さ
れ
た
の
は
、
米
、
大
麻
、
な
た
ね
、
葉
藍
、
里
芋
で
あ
り
、
山
産
物
と
し
て
は

椎
茸
-
山
一
縮
、
橋
皮
で
あ
り
、
農
産
加
工
品
と
し
て
は
麻
布
、
絹
糸
で
あ
っ
た
。
大
正
三
年
先
〉
に
な
る
と
米
を
始
め
枕
木
、

茸
、
馬
、
松
板
、
大
麻
、
下
駄
木
、
杉
板
、
栗
実
、
木
炭
、
薪
、
と
う
も
ろ
こ
し
等
が
移
出
さ
れ
た
。
明
治
四

O
年
に
は
鞍
岡
村
で
生
産

牛、

椎

さ
れ
る
米
の
七
割
が
移
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
地
主
へ
の
小
作
米
、
ま
た
は
現
金
を
得
る
た
め
の
換
金
作
物
と
し
て
の
役
割
を
も
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
明
治
四

O
年
の
米
の
移
出
量
は
三
三

O
石
で
、
多
く
の
米
が
販
売
さ
れ
た
の
は
馬
見
原
町
に
酒
造
業
者
が
多
か
っ
た
た
め

で
、
現
金
収
入
源
と
し
て
米
が
最
も
重
要
な
産
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
大
正
三
年
の
鞍
岡
村
の
米
の
消
費
量
は
一
一
四
五
石

で
、
明
治
四

O
年
の
七
一
五
石
七
斗
七
升
三
合
か
ら
か
な
り
増
加
し
た
。
昭
和
一
六
年
に
は
米
の
配
給
制
度
が
行
わ
れ
た
た
め
に
鞍
岡
村

の
米
の
消
費
量
は
八
四
四
三
石
に
ふ
え
、
移
出
量
は
九
九
五
石
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
社
倉
制
に
よ
る
米
の
貯
穀
の
必
要
性
が
減
じ
た

こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

鞍
岡
村
で
も
明
治
三

O
年
以
降
開
田
事
業
は
着
実
に
続
け
ら
れ
、
明
治
一
ニ

O
年
か
ら
昭
和
四
年
ま
で
の
聞
に
約
七

O
町
歩
の
水
田
の
増

加
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
う
米
の
生
産
量
も
増
加
し
て
い
る
が
、
反
当
収
量
は
必
ず
し
も
ふ
え
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
零
細
農
民
が
多
く
、
生
産
し
た
米
の
多
く
を
移
出
に
廻
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
非
常
時
に
備
え
、
葬
式
の
際
に



葬
式
組
の
人
々
へ
の
接
待
用
の
米
を
確
保
す
る
た
め
に
、
小
部
落
で
共
有
の
米
を
備
蓄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
備
籾
倉
制
で
あ

る。
回
、
結
言

西
米
良
村
で
は
明
治
四

O
年
頃
白
〉
に
は
耕
地
の
所
有
に
お
い
て
階
層
分
化
は
ま
だ
著
し
く
な
く
、
五
町
未
満
の
耕
地
所
有
戸
数
が
九

こ
が
を
占
め
た
。
し
か
し
一
町
未
満
の
階
層
が
三
五
泌
を
占
め
、
と
く
に
五
反
未
満
農
家
が
一
二
・
八
形
に
も
及
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
零

細
農
民
は
之
し
い
食
糧
生
産
を
補
う
意
味
で
も
社
倉
制
が
必
要
で
あ
っ
た
し
、
農
民
の
零
落
防
止
に
は
社
倉
制
は
有
効
で
あ
っ
た
。
鞍
岡
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村
の
農
民
は
五
反
未
満
の
階
層
が
四
八
・
一
対
に
も
及
び
、
社
倉
制
に
よ
る
端
境
期
の
食
糧
確
保
は
米
良
荘
よ
り
必
要
で
あ
っ
た
。
西
米

良
村
の
場
合
、
明
治
四

O
年
に
は
一
人
当
り
の
米
消
費
量
は
年
五
斗
入
升
入
合
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
西
臼
杵
郡
や
阿
蘇
郡
の
村
々
自
)
と

比
較
し
て
も
そ
う
低
い
方
で
は
な
い
。
そ
う
な
る
と
食
糧
の
低
生
産
地
域
で
も
知
識
階
級
の
存
在
が
社
倉
を
設
置
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
え

る。
米
良
荘
の
大
字
小
川
に
は
「
社
倉
」
の
名
称
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
社
倉
制
に
つ
い
て
の
知
識
を
小
川
の
住
民
は
誰
か
ら
学
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
か
。
幕
末
の
家
老
米
良
重
常
の
墓
碑
銘
(
明
治
二
年
建
立
)
に
は
「
慶
応
丁
卯
遂
為
家
老
。
時
国
内
之
儲
蓄
公
私
倶
困
、
君
乃
計
買

約
立
年
限
梢
償
其
直
。
倣
社
倉
遺
制
以
賑
貸
貧
民

国
中
大
悦
」
と
あ
る
。
米
良
領
主
則
忠
の
嫡
子
亀
之
助
(
の
ち
の
米
良
武

穀
隣
国

臣
)
は
万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
に
熊
本
の
名
和
真
民
の
塾
に
遊
学
し
て
い
る
宕
)
が
、
名
和
真
民
(
告
は
山
崎
闇
斎
学
派
の
朱
子
学
者
で
あ

315 

っ
た
。
名
和
真
民
は
、
天
明
三
年
(
一
七
八
三
)
に
肥
後
国
飽
田
郡
鏡
塘
村
に
生
ま
れ
、
熊
本
時
習
館
で
学
び
、
肥
後
藩
主
(
一

O
代
)
細

川
斎
護
公
に
召
さ
れ
て
儒
官
と
な
り
、
江
戸
に
も
公
に
随
行
し
て
お
り
、
晩
年
飽
田
郡
台
の
村
で
家
塾
を
聞
き
、
多
く
の
塾
生
に
教
え
た
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と
い
う
。
領
主
米
良
則
忠
は
、
嫡
子
亀
之
助
を
名
和
真
民
の
塾
に
遊
学
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)

に
名
和
真
民
を
米

良
に
招
轄
し
た
ハ
幻
)
。
し
か
し
、
名
和
真
民
が
老
令
で
あ
っ
た
の
で
文
久
二
年
に
は
真
民
の
三
男
で
家
塾
を
聞
き
教
授
を
し
て
い
た
範
蔵

が
代
っ
て
米
良
荘
に
来
て
文
芸
を
講
じ
た
。

米
良
荘
の
知
識
人
が
名
和
父
子
か
ら
朱
子
学
を
中
心
に
し
た
学
問
や
常
平
倉
、
義
倉
、
社
倉
の
各
制
度
に
つ
い
て
、
な
か
で
も
社
倉
制

に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
は
当
然
推
察
さ
れ
よ
う
。
名
和
父
子
が
招
聴
さ
れ
た
文
久
元

1
二
年
に
は
、
米
良
荘
に
は
沢
水
(
弘
化
三
年
)
や

田
無
瀬
(
安
政
三
年
)

の
よ
う
に
、
す
で
に
仲
間
倉
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
聞
い
た
名
和
父
子
が
社
倉
で
あ
る
仲
間
倉
を
貧
困
な

米
良
山
村
を
救
済
す
る
一
方
法
と
し
て
奨
励
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
米
良
荘
で
「
仲
間
倉
」
の
名
称
が
普
及
し
、
「
社
倉
」
の
名
称
が
あ

ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
の
は
、
す
で
に
「
仲
間
倉
」
の
名
称
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

鞍
岡
村
の
揚
に
は
延
岡
藩
時
代
に
庄
屋
宅
が
あ
っ
て
、
明
治
五
年
か
ら
二
二
年
の
町
村
制
施
行
ま
で
は
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
鞍
岡
村
の
知
識
人
は
揚
に
集
中
し
て
い
た
訳
で
、
庄
屋
や
戸
長
は
備
穀
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
ち
、
備
籾
倉
制
が
揚
か

ら
起
っ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

米
良
荘
や
鞍
岡
村
の
社
倉
は
大
字
を
単
位
に
設
置
さ
れ
た
も
の
は
ご
く
僅
か
で
、
大
部
分
は
大
字
内
の
小
地
域
を
単
位
に
し
て
設
置
さ

れ
た
。
そ
の
小
地
域
は
多
く
の
社
倉
組
が
葬
式
組
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
治
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
伝
統
的
な
葬
式
組
を
基
礎

に
成
立
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
米
良
荘
や
鞍
岡
村
の
社
倉
を
核
と
し
た
機
能
地
域
は
当
該
山
村
の
基
礎
地
域
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
。
山
村
で
は
と
も
す
れ
ば
焼
畑
耕
作
を
や
り
集
落
が
散
在
す
る
た
め
に
離
散
し
が
ち
な
住
民
を
小
地
域
毎
に
ま
と
め
る
の
に
社
倉
制

は
大
変
効
果
が
あ
っ
た
。

熊
本
県
八
代
郡
泉
村
に
あ
る
五
家
荘
と
同
県
球
磨
郡
五
木
村
に
は
社
倉
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
五
家
荘
で
も
五
木
村
で
も
地
頭
名
子
制



が
発
達
し
て
お
り
、
昭
和
三

O
年
頃
ま
で
焼
畑
小
作
制

a〉
が
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
焼
畑
小
作
で
は
分
益
小
作
と
労
働
小
作
が
多

く
み
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
小
作
料
と
し
て
杉
や
桧
の
植
樹
な
ど
も
後
に
は
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
地
頭
に
隷
属
す
る
名

子
が
多
く
存
在
し
た
地
域
で
は
飢
謹
の
時
な
ど
名
子
は
地
頭
の
経
済
力
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

五
家
荘
は
、
葉

木
、
椎
原
、
久
連
子
、
縦
木
、
仁
田
尾
の
五
部
落
か
ら
な
り
、
仁
田
尾
と
縦
木
が
左
座
姓
の
地
頭
、
葉
木
、
椎
原
、
久
連
子
が
緒
方
姓
の

地
頭
で
あ
っ
た
。
近
世
よ
り
こ
の
五
人
の
地
頭
を
大
庄
屋
と
し
て
、
村
民
は
地
頭
を
「
殿
」
と
呼
称
し
、
地
頭
よ
り
土
地
を
借
り
て
焼
畑

経
営
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
五
家
荘
で
は
焼
畑
作
業
に
お
け
る
労
働
力
の
必
要
性
か
ら
共
同
焼
畑
は
存
在
し
た
が
、
社
倉
な
ど
の
備

荒
貯
穀
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
名
子
が
よ
り
強
く
地
頭
と
結
び
つ
き
、
地
頭
の
経
済
力
や
政
治
的
手
腕
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
か
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っ
た
か
ら
で
あ
る
。
江
戸
期
の
飢
謹
に
は
五
家
荘
の
地
頭
は
富
岡
代
官
に
拝
借
銀
や
拝
借
米
の
願
い
を
出
し
(
哲
住
民
の
救
済
を
行
っ
て

き
た
。
明
治
以
降
は
不
作
の
年
に
分
益
小
作
に
よ
る
小
作
料
を
平
年
よ
り
低
率
に
す
る
こ
と
に
よ
り
救
済
し
た
よ
う
で
あ
る
。
地
頭
が
社

倉
の
設
置
を
奨
励
し
な
い
限
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
社
倉
の
設
置
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

米
良
荘
で
は
、
安
政
三
年
(
一
七
七
四
)

の
人
高
で
は
百
姓
二
五
七
八
人
、

士
二
一
四
人
と
な
っ
て
い
る
が
(
智
、

米
良
荘
に
居
住
す

る
住
民
は
領
主
を
除
い
て
轡
農
業
を
し
な
い
と
生
活
で
き
な
か
っ
た
。
廃
藩
置
県
後
に
は
領
主
か
ら
米
良
荘
の
土
地
を
す
べ
て
民
有
林
と

し
て
与
え
ら
れ
た
の
で
当
時
は
階
層
間
に
あ
ま
り
格
差
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
米
良
領
主
一
家
は
廃
藩
置
県
後
明
治
四
年
二
一
月
一
回

日
に
は
鹿
児
島
県
永
吉
村
へ
移
住
し
た

2
〉O

残
さ
れ
た
米
良
山
村
民
は
相
互
扶
助
に
よ
り
、

社
倉
制
な
ど
を
と
り
入
れ
て
経
済
的
貧
困

さ
を
克
服
し
た
。
米
良
荘
の
地
頭
は
明
治
以
降
は
い
な
い
か
ら
、

五
家
荘
、

五
木
村
の
よ
う
な
地
頭
名
子
層
と
い
う
つ
な
が
り
は
米
良
荘

で
は
廃
藩
置
県
後
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
鞍
岡
村
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
地
頭
|
名
子
層
と
い
う
縦
の
つ
な
が
り
の
強
い
山
村
社
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会
で
は
社
倉
制
が
み
ら
れ
や
す
、
地
頭
の
い
な
い
横
の
つ
な
が
り
の
強
い
山
村
社
会
で
社
倉
制
が
分
布
す
る
こ
と
は
大
変
興
味
あ
る
こ
と
で
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あ
る
。

3主
(
1
)
米
良
荘
は
、
慶
長
六
年
二
六
O
一
)
に
徳
川
家
康
が
人
吉
藩
主
相
良
長
毎
に
命
じ
て
米
良
重
隆
を
し
て
鷹
巣
山
を
守
ら
せ
た
地
域
で
、
人
士
口

藩
預
地
で
あ
っ
た
が
、
米
良
民
が
実
質
的
な
統
治
者
で
あ
っ
た
。
米
良
氏
は
旗
本
格
の
交
代
寄
合
家
と
し
て
五
年
に
一
度
の
参
勤
交
代
を
し
た
。

米
良
荘
は
現
在
、
西
米
良
村
、
西
都
市
(
旧
東
米
良
村
と
旧
三
財
村
大
字
寒
川
が
編
入
)
、
木
城
町
(
大
宇
中
之
又
が
編
入
)
に
分
か
れ
て
い
る
。

(
2
)
筆
者
は
従
前
主
に
次
の
よ
う
な
も
の
に
発
表
し
た
。

拙
稿
「
宮
崎
県
米
良
地
方
の
社
倉
に
つ
い
て
」
熊
本
商
大
論
集
三
八
号
昭
四
八
・
一

拙
稿
「
宮
崎
県
米
良
地
方
の
社
倉
制
」
熊
本
商
大
論
集
四
一
号
昭
四
九
・
一

拙
稿
「
米
良
地
方
の
社
倉
」
社
会
と
伝
承
一
四
|
二
号
昭
四
九
・
一
二

最
近
、
浜
谷
正
人
氏
は
「
近
代
日
本
農
村
の
地
域
的
変
容
」
人
文
地
理
二
八

l
五
の
中
で
、
東
北
地
方
の
郷
倉
制
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
大
変
興

味
あ
る
論
点
々
を
発
表
さ
れ
た
。

(
3
)
拙
稿
「
宮
崎
県
西
米
良
村
の
部
分
的
協
業
経
営
」

ω凶
熊
本
商
大
論
集
四
四
号
・
四
五
号
昭
四
九
・
一
二
、
昭
五

0
・
九

(
4
)
宮
崎
県
立
農
業
協
同
組
合
講
習
所
所
蔵
、
樋
口
氏
が
故
人
と
な
ら
れ
た
た
め
、
未
刊
に
な
っ
て
い
る
。

(
5
)
明
治
二
四
・
三

0
・
四
O
年
の
資
料
は
西
米
良
村
役
場
所
蔵
の
資
料
に
よ
る
。

(
6
)

上
中
三
財
の
上
米
良
哲
氏
所
蔵
。

(
7
)

野
田
敏
夫
「
西
米
良
村
史
」
八
三
六
頁
西
米
良
村
役
場
発
行
。

(
8
)
西
都
市
銀
鏡
の
浜
砂
正
衛
氏
所
蔵
。

(
9
)
黒
木
博
「
米
良
の
三
仲
間
制
度
」
西
米
良
村
史
八
三
九

l
八
四
六
頁
所
収
こ
の
中
で
、
黒
木
氏
は
米
良
地
方
に
は
仲
間
倉
、
仲
間
金
、
仲
間

木
場
の
三
仲
間
制
度
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

(
凶
)
寛
政
二
年
の
村
は
「
肥
後
国
球
磨
郡
米
良
山
郷
村
井
人
高
帳
」
(
西
米
良
村
史
二
二
O
|
二
二
二
一
良
所
収
)
に
よ
る
。
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(
孔
)
明
治
三

O
年
の
資
料
は
、
宮
崎
県
西
臼
杵
支
庁
所
蔵
「
明
治
一
ニ
一
年
西
臼
杵
郡
統
計
書
」
に
よ
る
。

(
ロ
)
明
治
四

O
年
の
資
料
は
、
西
臼
杵
郡
五
ヶ
瀬
町
役
場
所
蔵
の
「
鞍
岡
村
是
」
(
明
治
四

O
年
二
一
月
刊
行
)
に
よ
る
。

(
日
)
五
ヶ
瀬
町
役
場
所
蔵
。

(
M
)

馬
見
原
町
は
現
在
蘇
陽
町
と
な
る
。

(
日
)
柏
祐
賢
「
改
訂
日
本
農
業
概
論
」
昭
四
四
・
五

(
凶
)
西
臼
杵
郡
の
各
村
是
に
よ
る
。

(
げ
)
「
宮
崎
県
児
湯
郡
西
米
良
村
是
」
(
明
四
一
・
一
一
一
刊
行
)
に
よ
る
。

(
日
)
鞍
岡
尋
常
高
等
小
学
校
編
「
鞍
岡
郷
土
誌
」
(
大
七
・
四
刊
行
)
に
よ
る
。

(
m
m
)

「
西
米
良
村
是
」
に
よ
る
。

(
却
)
阿
蘇
郡
の
各
町
村
是
に
よ
る
。

(
幻
)
(
幻
)
西
米
良
村
史
。

(
泣
)
「
統
肥
後
先
哲
偉
蹟
」
巻
九
八
二
二
頁
。

(
却
)
上
野
福
男
「
五
家
荘
の
焼
畑
耕
作
」
地
評
一
四

l
二

三
浦
保
寿
「
九
州
山
地
に
お
け
る
焼
畑
経
営
隔
絶
山
村
の
研
究
」
人
文
地
理
四

l
六

佐
々
木
高
明
「
日
本
の
焼
畑
」
昭
四
七
・
五

五
家
荘
仁
田
尾
の
左
座
力
男
氏
蔵
「
明
治
四
十
四
年
写
之
左
座
家
由
緒
伝
録
」
に
よ
る
。

「
西
米
良
村
史
」
一
一
一
七

i
一
二
八
頁
所
収
の
史
料
に
よ
る
。

「
西
米
良
村
史
」
九
一
一
一
一
一
良
。

(
羽
)

(
部
)

(
幻
)
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